
ユニ・チャームグループ『生物多様性対応宣言』 

ユニ・チャームグループは、企業活動にさまざまな自然資源を必要としています。このような現実を踏まえ、2022 年 12 月に生

物多様性条約第 15 回締約国会議（COP15）において採択された「昆明・モントリオール生物多様性枠組」や、2023 年 3 月に日本

が閣議決定した「生物多様性国家戦略 2023-2030」を参考に、ユニ・チャームグループ『生物多様性対応宣言』を策定しました。 

 

基本理念 

ユニ・チャームグループは、2024 年 2 月にコーポレート・ブランド・エッセンス「Love Your Possibilities」を発信しました。この

「Love Your Possibilities」には、全ての人が秘めている限りない可能性を信じ、その可能性を慈愛にあふれた利他の心で発揮す

ることによって互いに支え合う「共生社会」の実現に貢献したいという当社の想いを込めています。 

この想いを実現するための企業活動は、地球上のすべての生物や資源に支えられています。私たちは、その恩恵を受けてい

ることを自覚し、生物多様性や自然環境を保全することこそが、企業活動の持続可能性に不可欠であることを認識し、責任ある

行動をとり続けることをここに宣言します。 

 

ユニ・チャームグループ『生物多様性対応宣言』 
 

私たちは、企業活動のあらゆる段階において、以下の原則に基づき、生物多様性や自然環境の保全に努めます。 

 

生物多様性への依存と影響の把握: 

企業活動と生物多様性との関係性を深く理解し、原材料調達から製造、使用、廃棄にいたるバリューチェーン全体の生物

多様性への依存や影響について継続的に把握・評価します。 

 

企業活動における影響の最小化: 

商品のライフサイクル全体を通じて、森林伐採、水資源の使用、気候変動への影響など、生物多様性への影響を最小限

に抑えるよう努めます。 

 

持続可能な資源の利用: 

サプライチェーン全体で、持続可能な方法で調達された原材料を使用します。特に、紙パルプ、パーム油、木材由来繊維

など、生物多様性への影響が大きいとされる原材料については、認証制度の活用やトレーサビリティの向上などに取り組み

ます。 

 

生物多様性の保全活動の推進: 

企業活動を行う地域社会と連携し、森林保全、水資源保護、生態系回復などの活動に積極的に取り組みます。 

 

地域生態系への共存: 

企業活動を行う地域の生態系に配慮し、生物多様性の損失を招くことなく、地域社会と自然環境との共存を目指します。 

 

共に働く仲間たちへの啓発: 

ユニ・チャームグループで共に働く仲間たちと生物多様性や自然環境の保全を推し進めるために、本宣言はもちろん、よ

り良い行動につながるような教育や啓発活動を実施します。 

 

ステークホルダーとの連携: 

政府機関、国際機関、NGO・NPO、地域社会、お取引先様など、様々なステークホルダーと連携し、生物多様性や自然環

境の保全に向けた協働を推進します。 
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